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論 文 内 容 の 要 旨
　保健・医療・福祉関係の専門職として最も遅く専門職化がスタートした介護福祉士の生涯研修を推
進しているのは日本介護福祉士会であるが，その活動に影響を与えている専門職団体として，日本医
師会，日本看護協会，日本社会福祉士会等を挙げることができる．本研究は，介護福祉士の生涯研修
にそれらの専門職団体がどのような役割を果たしているのかを明確化することを目的として，「介護
福祉士の歴史」「介護福祉士会による生涯研修の実態」「医療・福祉関係専門職団体の生涯研修の実態」
「新たな介護福祉分野として要請される災害時介護支援」を中心として調査研究を行った．
　「介護福祉士の歴史」については，介護従事者へのインタビュー調査を行い，介護職員は，社会福
祉分野の介護サービスが拡充・整備される中で，介護福祉士資格取得や自主研修等への参加により自
己研鑽を重ねてきたことを明らかにした．
　「介護福祉士会による生涯研修」について調査し，生涯研修の条件整備が遅れており，会員の参加
が充分でないことが明らかになった．主な理由として，専門職団体としての日本介護福祉士会の生涯
研修制度は，緒についてばかりであり，体系が未確立であることによる．
　「他の専門職団体の生涯研修」と比較検討し，介護福祉士の生涯研修を構築する上で医師会や看護
協会の生涯研修制度から学ぶべき点を明らかにした．特に，これらの専門職団体が，新しい課題につ
いての研修を積極的に取り入れている点を学ぶ必要がある．
　「災害時介護支援」について実践的調査研究を行い，介護福祉士の生涯研修に際して，今後重点的
に取り組むべき課題であることを明らかした．近年頻発する自然災害は，脆弱な高齢者や障がい者の
生活の脅威になっており，介護福祉士は，災害という新たなリスクが顕在化した時に，要援護者支援
のための専門職として介護支援にあたることが求められている．
　全体を通じて明らかにしたことは，介護福祉士の職域は，在宅サービス・施設サービス・ケアマネ
ジメントと多様化していること，医療ニーズをもつ利用者が増加する中で，医療についての研修ニー
ズが高いこと，災害時における要援護者救援のために介護福祉士ボランティア活動の条件整備が重要
な課題であることである．
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　介護福祉士生涯研修を今後適切に推進していくためには，多様化した職域や災害時等の緊急支援に
対応できる研修計画と，医療・福祉分野の関連専門職団体との連携が必要である．特に，介護領域に
おける医行為については，その内容を明確化し，医療に関する知識や技術を習得するための標準化さ
れた研修を生涯研修に位置づける課題があり，医師会や看護協会と共に協議・連携していく必要があ
る．また，災害時の要援護者救援活動においては，生活再建支援という視点から社会福祉士会と連携
することが必要となる．
　本研究のまとめとして，介護福祉士の生涯研修を今後充実させていくためには，保健・医療・福祉
専門職団体が相互に協働・連携することが必要であることを結論とする．
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　介護福祉関連の論文は介護に関する看護学、心理学、教育学、社会福祉学など各分野の研究方法に
よる論文が大部分であり、関連分野の理論と方法を総合して、体系的理論をまとめた論文は見当たら
ない。介護福祉専門書は増加しているが、その多くは介護政策または介護実践に関する書物や介護福
祉士教育に関する書物であり、現実の介護政策と介護実践に関連する重要事項を総合的に調査研究
し、体系的理論を構築する試みはまだほとんど見当たらない。このような状況にあって、本論文は、
介護福祉に関する諸問題を総合的に調査研究し、体系的理論を構築した画期的論文である。
　第 1章においては、介護福祉サービスの量的拡充と質的向上という政策的・実践的要請に応えよう
とする本研究の目的を達成するため、介護福祉士の実践に関連する諸問題を諸科学の理論と方法を総
合的に活用して調査研究を行う介護福祉学を構想し、本論文の構成を示している。
　第 2章においては、日本社会の高齢化と高齢化対策の進展過程、そのなかでの先駆的な訪問介護と
施設介護の担当者（ホームヘルパーや寮母など）の介護実践と自主研修の経験に関する調査研究の成
果をまとめている。先駆的なホームヘルパーや寮母などへのインタビューによるヒアリングの結果や
著者自身の体験の検討などによって、多くの重要な知見が示されている。
　第 3章においては、介護福祉士会の生涯研修活動の概要をまとめた後、新潟県介護福祉士会員を対
象として実施した質問紙調査の結果をまとめ、介護福祉士会生涯研修活動の効果を検証している。こ
のような調査は、外部の研究者によって実施するには困難があるため、ほとんどなされていない。
　第 4章においては、医療・福祉専門職団体の生涯研修体系を比較・検討し、新しい専門職としての
確立を志向する介護福祉士会の生涯研修体系の課題を検討している。さらに、2007年の「介護福祉士
法」改正によって示された「養成教育と生涯研修との連携」を推進する課題と方法も明らかにしてい
る。
　第 5章においては、災害時における介護福祉士会員およびそのリーダーとしての著書のボランティ
ア活動体験を客観的・科学的に調査研究し、その成果を日常の介護活動と介護労働条件に関連づけて
検討している。リスク・マネジメントは、ヒューマンサービスの各分野において重要な課題のひとつ
として検討されており、本報告は介護分野のみならず、隣接分野においても参考になる。
　本論文の価値は「介護福祉士生涯研修における専門職団体の役割－その歴史と課題－」という重要
な課題に関連する諸問題を総合的・多面的に検討し、諸課題の全体的・構造的関連を明らかにして、
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介護福祉学の体系化に寄与していることである。各章については、考察や理論化が不十分な点も認め
られるが、全体としては、各テーマの関連が明らかにされており、一冊の専門書として公刊され、広
く参考にされるよう期待したい。
　また、介護福祉のような新しい専門分野の研究者にとっては、既成の理論や調査研究方法に頼らず、
自分自身の実践体験や直接関係する政策動向などから研究課題を見出し、自分自身と同じ専門職団体
仲間の実践体験および集団研修体験を活かした参与観察調査方法を含む新しい調査研究方法を開発
し、新しい理論を創造する研究方法を検討する上でも、参考になる点が多い。
